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根
の
張
り
を
良
く
し
、
倒
伏
や
秋
落
ち
防
止
、
登
熟
向
上
に

繋
が
る
た
め
、
中
干
し
後
は
間
断
か
ん
水
を
行
い
ま
す
。
浅
水

程
度
に
水
を
入
れ
、
水
が
無
く
な
っ
て
も
１
～
２
日
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
き
、
再
び
浅
水
程
度
に
水
を
入
れ
る
作
業
を
繰
り
返

し
ま
す
。

　
穂
肥
を
施
用
す
る
場
合
は
、
た
ん
水
し
３
日
間
は
止
め
水
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

高
温
障
害
対
策

　
日
中
の
気
温
が
35
℃
、
夜
温
が
25
℃
を
超
え
る
日
が
続
く
場

合
は
か
け
流
し
か
ん
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
高
温
障
害
を
防
ぐ
た
め
、
特
に
出
穂
後
５
～
15
日
に
行
う
の

が
効
果
的
で
す
。
乳
白
米
の
発
生
を
抑
え
る
に
は
、
夜
間
通
水

で
夜
の
水
温
を
下
げ
ま
し
ょ
う
。

病
害
虫
対
策

〇
ウ
ン
カ
類
防
除（
早
生
：
７
月
下
旬・中・晩
生
：
８
月
上
旬
）

　
フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル
箱
粒
剤
の
よ
う
に
長
期
残
効
性
の
あ
る
箱

施
用
剤
を
使
用
し
て
い
な
い
場
合
は
、
出
穂
前
の
防
除
が
必
要

で
す
。

・
粒
剤
：
ト
レ
ボ
ン
粒
剤

・
液
剤
：
エ
ミ
リ
ア
フ
ロ
ア
ブ
ル

〇�

カ
メ
ム
シ
防
除
（
１
回
目
：
穂
揃
い
期　
２
～
３
回
目
：
前

回
散
布
か
ら
７
～
10
日
後
）

　
近
年
、
茶
色
で
大
型
の
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
被
害
が
目
立
ち
ま

す
。
不
稔
の
原
因
と
な
る
他
、
玄
米
の
基
部
を
吸
汁
す
る
た
め

色
彩
選
別
機
で
除
き
に
く
く
等
級
低
下
の
要
因
と
な
り
ま
す
。

不
稔
対
策
に
は
出
穂
期
に
も
防
除
が
必
要
で
す
。

・
粒
剤
：
ス
タ
ー
ク
ル
粒
剤
、
ス
タ
ー
ク
ル
豆
つ
ぶ

・
液
剤
：
ス
タ
ー
ク
ル
液
剤　

※�

粒
剤
は
、
液
剤
散
布
よ
り
３
日
前
を
目
安
に
散
布
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

液
剤
は
、
ス
ズ
ラ
ン
噴
口
や
広
角
噴
口
で
ム
ラ
な
く
丁
寧
に

散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

結
実
管
理
対
策

　
隔
年
結
果
是
正
の
た
め
に
は
な
る
べ
く
早
く
強
い
摘
果
が
必

要
で
す
。
着
果
量
の
多
い
樹
の
早
期
摘
果
方
法
と
し
て
、
樹
冠

上
部
摘
果
や
枝
別
全
摘
果
等
が
あ
り
ま
す
。
着
果
量
の
少
な
い

樹
は
９
月
の
後
期
摘
果
を
主
体
と
し
、
７
月
は
被
さ
り
枝
の
除

去
を
中
心
に
管
理
し
ま
す
。

・�

樹
冠
上
部
摘
果
：
樹
上
部
１
／
３
程
度
の
果
実
を
全
て
摘
果

し
、
発
育
枝
の
少
な
い
ベ
タ
花
樹
で
は
１
／
２
を
目
安
と
し

ま
す
。

・�

枝
別
全
摘
果
：
目
通
り
部
で
太
さ
３
～
５
㎝
程
度
の
発
育
枝

の
発
生
し
て
い
る
枝
を
全
摘
果
し
、
着
果
さ
せ
な
い
枝
を
作

り
ま
す
。

・
９
月
に
仕
上
げ
摘
果
を
行
い
ま
す
。

品
質
向
上
対
策

フ
ィ
ガ
ロ
ン
乳
剤
散
布

　
根
の
活
動
を
抑
制
し
水
分
ス
ト
レ
ス
を
与
え
ま
す
。
果
実
の

横
径
が
平
均
３
ｃｍ
以
上
で
二
次
落
果
が
終
了
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
て
か
ら
行
い
ま
す
。
樹
に
大
き
な
負
担
が
掛
か
る
の
で

樹
勢
の
低
下
し
て
い
る
樹
に
は
散
布
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

・
１
回
目
：
満
開
後
70
日
（
早
生
60
日
）　
２
０
０
０
倍

・
２
回
目
：
満
開
後
90
日
（
早
生
80
日
）　
３
０
０
０
倍

マ
ル
チ
被
覆

　
マ
ル
チ
を
被
覆
す
る
こ
と
で
、
水
分
の
遮
断
に
よ
る
糖
度
上

昇
や
反
射
光
に
よ
る
着
色
促
進
な
ど
が
見
込
め
ま
す
。
園
地
の

状
態
に
合
わ
せ
て
被
覆
時
期
や
被
覆
方
法
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

過
度
な
乾
燥
は
樹
に
と
っ
て
悪
影
響
と
な
る
の
で
、
状
況
に
応

じ
て
か
ん
水
も
必
要
で
す
。

・
被
覆
時
期
：
早
生
温
州
が
7
月
中
下
旬

　
　
　
　
　
　
青
島
温
州
が
8
月
上
旬
～
9
月
上
旬

病
害
虫
防
除

　
黒
点
病
の
防
除
は
累
積
降
雨
量
２
５
０
ｍｍ
を
基
準
に
再
防
除

を
行
い
、
ま
と
ま
っ
た
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
ア
ビ
オ
ン
Ｅ

と
い
っ
た
固
着
剤
も
活
用
し
て
予
防
に
努
め
ま
す
。

《
黒
点
病
》

・
ペ
ン
コ
ゼ
ブ
水
和
剤 

５
０
０
倍
（
30
日

－

４
回
）

《
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
、
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
》 

・
コ
テ
ツ
フ
ロ
ア
ブ
ル　
　
４
０
０
０
倍
（
前
日

－

２
日
）

・
固
着
剤　
ア
ビ
オ
ン
Ｅ　
１
０
０
０
倍

多
く
の
病
害
虫
に

要
注
意
！茶

指
導
販
売
課
　
福
手

茶
指
導
販
売
課
　
福
手  

裕
三
裕
三

摘
果果

樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
信
方

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
信
方  

浩
志
郎

浩
志
郎

中
干
し
後
の
管
理
と

病
害
虫
防
除
対
策

農
業
経
営
支
援
課
　
渡
辺

農
業
経
営
支
援
課
　
渡
辺  

彰
人
彰
人

　
７
月
か
ら
秋
に
か
け
て
は
光
合
成
が
最
も
盛
ん
に
な
り
ま
す
。

こ
の
時
期
の
葉
量
は
、
樹
勢
維
持
や
貯
蔵
養
分
蓄
積
に
重
要
な

役
割
を
果
た
す
た
め
、
来
春
に
健
全
葉
を
多
く
つ
け
る
た
め
に

も
、土
壌
中
の
養
分
管
理
、水
分
管
理
な
ど
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

病
害
虫
防
除

　
病
害
虫
が
発
生
し
や
す
い
た
め
、
防
除
情
報
や
茶
園
を
よ
く

観
察
し
、
適
期
防
除
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

①
二
番
茶
摘
採
後
～
三
番
茶
萌
芽
期

　
チ
ャ
ノ
コ
カ
ク
モ
ン
ハ
マ
キ
、
チ
ャ
ハ
マ
キ
の
第
二
世
代
幼

虫
発
生
期
で
す
。

②
三
番
茶
萌
芽
期
～
開
葉
期

　
チ
ャ
ノ
ミ
ド
リ
ヒ
メ
ヨ

コ
バ
イ
、
チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ

ア
ザ
ミ
ウ
マ
は
高
温
で
乾

燥
し
た
気
候
が
続
く
と
多

発
し
ま
す
。
10
～
20
日
で

卵
か
ら
成
虫
に
な
り
、
成

虫
で
も
20
日
以
上
生
存
す

る
の
で
、
多
発
園
は
２
回

防
除
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

降
雨
が
多
い
と
炭
そ
病
、

山
間
部
で
は
も
ち
病
も
多

発
し
ま
す
。
開
葉
期
と
２

～
３
葉
期
の
２
回
散
布
が

効
果
的
で
す
。

中
切
り
更
新
園
の
処
理

　
一
番
茶
後
に
中
切
り
更

新
を
し
た
茶
園
は
、
60
～

70
日
後
に
は
か
な
り
の
再

生
芽
が
伸
び
て
い
ま
す
。

再
生
芽
を
そ
の
ま
ま
に
す

る
と
芽
数
が
減
る
の
で
、

中
切
り
面
よ
り
５
㎝
程
度

で
２
葉
く
ら
い
残
し
た
位

置
で
整
枝
し
ま
し
ょ
う
。
【土壌と根の関係について】
物理性の
良い土壌

①根をしっかりと支え、根が伸びるのに適当な硬さをもつこと
②透水性、通気性、保水性を兼ね備えていること

根の役割

①水分と肥料成分を土壌から吸収し地上部へ送る
②肥料成分、同化養分の貯蔵（特に中根太根で秋から冬）
③細根は、テアニンなどのアミノ酸を合成
④地上部を大地に固定する

根の生育

①地温25℃程度で根と新芽の生育が旺盛、茶の品質は地温が低い方が良い（特に冬場）
②酸素と水分が必要
③土壌の物理性
④根の生育を阻害する亜硝酸や過剰施肥などの物質が無いこと

※土壌改良の参考資料としてご活用ください。


